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とらねこ天文台 月面図 

 

この月面図は、地球から常に見えている「月の表側」を捉えたものに、代表的な地形の名称を記し

たマップです。天体観測で月を眺める際、どこに何があるのかを理解するためのガイドとして役立

ちます。 
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（１）月の「海」と「大洋」（黒っぽく見える平原） 

月面でうさぎの模様などに見立てられる暗い部分は「海」と呼ばれています。これらは水がある

わけではなく、太古の火山活動によって玄武岩という黒っぽい溶岩で覆われた広大な平原です。 

 嵐の大洋: 月面で最も広く、西側（向かって左側）の大部分を占めています。 

 静かの海: 中央右側に位置し、1969 年にアポロ 11 号が人類初の月面着陸を果たした歴史

的な場所として有名です。 

 雨の海・晴れの海: 北半球に広がる巨大な海で、双眼鏡などでもその丸い輪郭がよくわか

ります。 

 危機の海: 東側の縁（向かって右端）に独立して丸く見える、非常に見つけやすい海です。 

 

（２）特徴的なクレーター（白く輝く窪地） 

隕石の衝突によってできたすり鉢状の地形がクレーターです。この図では、特に目立つ巨大なクレ

ーターがピックアップされています。 

 ティコ・クレーター: 南部（下側）で最も目を引くクレーターです。ここから四方八方に

白く伸びる「光条（レイ）」と呼ばれる筋が、満月付近になると非常に美しく輝きます。 

 コペルニクス・クレーター: 「嵐の大洋」と「雨の海」の境界付近にあり、こちらも立派

な光条を持っています。 

 プラトン・クレーター: 北の「雨の海」のふちにある、内部が黒く平らに塗りつぶされた

ように見える特徴的なクレーターです。 

 アリスタルコス・クレーター: 月面で最も明るく輝いて見えるポイントの一つです。 
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（３）月の「入江」 

海の周辺部で、陸地（白っぽく見える高地）に向かって湾のように入り込んでいる地形です。「虹

の入江」などは、欠け際に位置するとその半円形の美しい姿が望遠鏡でよく観察できます。 

 

【観察のヒント】 

満月の時は全体が明るく平坦に見えますが、半月などの「欠け際」を観察すると、太陽の光が斜め

から当たるため、クレーターの凹凸や海の境界の山脈が立体的に浮かび上がり、よりダイナミック

な月面散歩を楽しむことができます。 

 


